



り,乳児期の close follow upが必要と考えられた.
17．腎移植における抗 CD25モノクローナル抗体の使用
経験
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(MSA) 15例 (35％),多発性硬化症 (MS) 7例 (16％),
パーキンソン病 3例 (7％)などであった.初診時 LUTS
は,排尿困難 35例 (81％)(尿閉 10),尿失禁 12例 (28％)
であり,随伴症状は,歩行障害 17例,下肢知覚異常 15例,
起立性低血圧 6例である一方, 12例 (28％) が随伴症状
を認めなかった. 泌尿器科的治療は, カテーテル留置 8
例,内服 16例,CIC6例である一方,8例 (19％)に外科手
術が施行された.【まとめ】 MSA, MSという LUTS
を早期に合併する疾患が多くを占めた.
19．BONENAVI?の使用経験










100％, 特異度は 75％であった. 骨転移症例の BSIと
PSAの動向を比較したところ, 10例では動きが一致し
ていたが, 6例に不一致を認めた.このうち 4例は PSA


















の人口のほぼ 1％にあたり,「たかが 1％,されど 1％」を
モットーに第 9次研究に至る無作為比較試験を行い,現
在は,低侵襲で膀胱癌の存在診断・質的診断できるシス
テム構築を目指しています.プロトポルフィリンⅨを標
的に癌細胞を励起さす光力学診断を導入し,この手法を
細胞診に応用すると共に,選択的癌細胞採取機器を開発
し遺伝子診断への応用を行っています.
排尿障害については,蓄尿症状と求心路 C線維,夜間
多尿と抗利尿ホルモンならびに体内水分布の日内変動な
どを検討しましたが,カテーテルを用いる検査手技自体
に疑問を感じ,無拘束で日常生活動作を反映しうる無拘
束検査システムの開発を目指しました.文科省知的クラ
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